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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

本研究は，日中間の技術交流が円滑に行われるために，技術中国語の Web教材とその e-ラ

ーニングシステムを構築することを目的に進めてきており，本年度に以下の研究成果が得ら

れた。  

•  技術中国語 e-ラーニングシステムの構築 ：昨年度から集めたマルチメディア素材を系統的

にまとめ，Wikiを 用いて技術中国語 Web教材を作成し，Apacheを 用いて Webサーバーを

立ち上げ，技術中国語 e-ラーニングシステムを構築した。構築したシステムは各種マ

ルチメディアデータベースのほかに，検索機能， BBS機能などの機能も備えている。

•  冗長原理の修正 ：マルチメディア学習において，認知理論の七つの原理は提案されて

いるが，それはもともと自然科学を学習するために開発されたものであった。本年度

では，昨年度から検討してきた冗長原理の修正を完成し，東京工科大の中国語履修者

を対象に聴取実験を行い，修正冗長原理の有効性を検証した。さらに，修正冗長原理

に基づき，技術中国語 Web教材の修正を行った。  

•  マルチメディアによる語彙表現法 ：学習効果を高めるために，語彙表現の手法も非常に重

要である。現在市販されている中国語関係の e-ラーニング教材における語彙表現を徹

底的に調査し，それをベースにマルチメディアの特徴を活かした新しい語彙表現法の

検討を始めた。まず，画像 -単語表現法およびそれによる学習効果に関する実験研究

を行い，実験データをベースに静止画と動画の使い分けに関するルールを提案した。

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

http://www.teu.ac.jp/kougi/hp037/contents/she_lab.html 
 

 


